愛知県職員組合連合会交流促進費交付要領
１　目　的
　愛知県職員組合連合会（以下、「県職連合」という。）は、構成組合の分会等が実施又は実施主体となる体育・文化・レク事業や、職域・地域・所属単位の体育事業、県庁登録クラブ主催事業及び部局・職域単位の文化・レク事業の自主的な活動を対象とし、この活動を通じて組合員・賛助会員の文化・スポーツヘの関心を高め、あわせて健康の増進と親睦・交流を図るため、並びに組合活動の理解を広めるために交流促進費を交付する。
２　交付対象及び交付基準
　交付対象及び交付基準等は次のとおりとする。
(1) 交付対象

　　　以下の事業を交付対象とする。ただし、県職連合または構成組合から他の助成金が支出される場合については認めない。
1 　分会・支部・補助機関・職能協や職域・部局等を単位とし、健康の増進と親睦・交流を図ることを目的に、多くの組合員・賛助会員が参加する事業（※募集にあたって実施単位全体に参加を呼びかける事業とする。ただし、飲食のみの事業、及びそれに類似する事業（居酒屋で開催するものや飲食を主事業とするもの、および経費負担の必要性がない事業）については、交付対象としない。）
②　職域単位・地域単位・所属単位の体育事業及び県庁登録クラブ主催事業
③　その他、上記に類似する事業と執行委員会が認めた事業
(2) 交付回数
　交付回数は、各単位で年１回とする。
　ただし、県職連合または構成組合から他の助成金がある場合については認めない。
(3) 交付金額
　　　交付金額は参加組合員・賛助会員数により次の区分とする。

	
	　20人未満　　　　　　 5,000円
	

	
	　20人以上50人未満　  10,000円
	

	
	　50人以上100人未満　 20,000円
	

	
	　100人以上           30,000円
	


３　交流促進費の申請
　交付申請書＜様式１＞を事業実施の１か月前までに県職連合本部に提出すること。
　県職連合本部は、交付申請書の内容を審査し、その結果を通知＜様式２＞する。

４　交流促進費の交付
　交流促進費は実施前の１か月以内に交付する。
５　実施報告等
事業実施後１か月以内に参加者名簿を添えて実施報告書＜様式３＞を県職連合本部に提出すること。
６　その他
(1) 事業の中止または参加組合員・賛助会員数が大幅に減少した場合は、交付金を返還させることがある。

(2) 開会式や表彰式等の機会に、必ず県職連合から交流促進費が交付されている旨を紹介すること。
（2009年12月10日　執行委員会において確認）

（2012年４月24日　執行委員会において一部修正）

（2013年12月16日　執行委員会において一部修正）

（2015年12月22日　執行委員会において名称変更等を一部修正）
